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１ 現状と課題 

  現在、国保松丘診療所・笹診療所は市の直営診療所として運営を行っている

が、医師が高齢で今後の安定的な地域医療の提供に不安がある。 

また、近年は地域人口の減少に伴い患者数も減少し経営状態が低迷しており、

早急に経営の改善を図る必要がある。 

 

２ 対応策 

かつて国保小櫃診療所の運営に指定管理者制度を導入したことにより、将来

にわたり持続可能な地域医療の提供を実現した実績があることから、国保松丘

診療所・笹診療所の運営にも指定管理者制度を導入する。 

 

３ 国保松丘診療所の診療日等の見直し 

  国保松丘診療所については、指定管理者制度の導入に合わせて土曜日を休診

日とするなど、診療日及び診療時間の見直しを図る。 

また、患者の状況によっては居宅サービス（訪問看護等）及び介護予防サー

ビス（介護予防訪問看護等）も可能とする。 

 

４ 指定管理者制度導入に係る今後の予定 

  令和６年 ６月 条例改正案を議会へ提出 

令和６年 ９月 指定管理者の公募 

令和６年１０月 指定管理者の選定 

      １２月 指定管理者の指定議案を議会へ提出 

  令和７年 ４月 新体制での診療所運営開始 
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